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「２０２３年春季ダイヤ改正」について 
会社の考え方が示される！ 

ＪＲ四国労組は、２月、会社より「２０２３年春季ダイヤ改正」について説明

を受けた。２０２３年３月、４月において、コロナ禍によって運行を休止してい

た「観音寺エクスプレス」「松山エクスプレス号／京阪神ドリーム松山号」「高

松エクスプレス京都号」等の減便等を行い、昨年２月からダイヤ改正によって運

行便数を減らしていた「高松エクスプレス大阪号」については利用状況を踏まえ

て復便するとのことであった。 

これを受け組合は、減便の理由・実施時期及び乗務員の雇用、並びに今後の高

速バス事業の展望等を明らかにするよう２月１５日に具体解明要求を申し入れ

たところ、３月６日に会社より回答があり、雇用が維持されることなどを確認し

た。 

 

【発第６６号「２０２３年春季ダイヤ改正」について具体解明要求の申し入れ】 

１ 「観音寺エクスプレス号」「松山エクスプレス号／京阪神ドリーム松山号」「高松

エクスプレス京都号」等を減便する理由、目的・効果等を明らかにされたい。また、

「高知エクスプレス号／京阪神ドリーム高知号」については、西日本ジェイアールバ

ス担当便のみが須崎～高知間を廃止した理由等とあわせて、ジェイアール四国バス担

当便に対する会社の考え方を明らかにされたい。 

 観音寺エクスプレス号、松山エクスプレス号／京阪神ドリーム松山号それぞれの

路線における減便については、乗車効率の向上を目的とし、現状の便あたりの乗車

人員、収益性などを基に観音寺エクスプレス号を除いた便については共同運行会社

と協議のうえ総合的に判断した結果、運休を継続している便について減便を行うこ

ととしました。 

 高松エクスプレス京都号については特定便の運行を廃止することで収支改善に

効果が見込まれます。 

 また、高知エクスプレス号／京阪神ドリーム高知号のジェイアール四国バス担当

便については当面現行どおり運行する予定です。 
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２ 「高松エクスプレス大阪号」を復便する理由等及び減便して以降の「利用状況」に

ついて明らかにされたい。 

 高松エクスプレス大阪号の復便については、現状では新型コロナ感染症による行

動制限なども実施されておらず、運休を継続していた便の復便により、お客様の利

便性向上などを勘案し、共同運行会社と協議のうえで、乗車人員の増加を見込み復

便することとしました。 

 なお、利用実績として２０１９年度では３２往復運行し、約３７万人１便当たり

１６.１人のお客様にご利用いただきましたが、２０２１年度は運休便及びダイヤ

改正などにより２月以降１６往復となり、便あたり乗車人員は１１人となりまし

た。２０２２年度は４月から１月の実績として便あたり乗車人員１４.５人と前年

から増加傾向です。 

 

３ 今回の施策による組合員の雇用への影響を明らかにするとともに、組合員の異動や

配置転換などへの会社の対応、要員への影響について考え方を明らかにされたい。 

今回の施策による組合員の雇用への影響は大きくないものと考えており、今回の

施策のみでは組合員の異動や配置転換などについては考えていません。 

 

４ 組合員の雇用の確保を大前提として、今後の運行体系・運行規模に対する会社の将

来展望について明らかにされたい。 

組合員の雇用の確保は前提ですが、今後については当面現行の運行体系を維持し

つつ、高速バス運輸収入の確保を目的とし、各種営業施策の実施及び続行便の設定

などにより、お客様のご利用状況に応じた適正な運行規模を模索します。 
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